
０
０
１
年
３
月
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
（
小
泉
首
相
が
議

長
）
に
、
奥
田
碩
・
日
経
連

会
長
と
本
間
正
明
・
阪
大
大

学
院
教
授
が
連
名
で
「
社
会

保
障
改
革
と
経
済
財
政
に
関

す
る
論
点
メ
モ
」
を
提
出
し

た
。

　

そ
こ
に
は
、
こ
う
あ
っ

た
。
個
人
の
選
択
の
尊
重
、

自
立
・
自
助
努
力
の
支
援
を

基
本
に
社
会
保
障
改
革
を
進

め
る
に
は
、
国
民
が
自
ら
将

の
創
設
（e-government

、

Ｉ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に

よ
る
個
人
単
位
で
の
給
付
／

負
担
情
報
の
集
積
・
一
元
化

現
）」
を
す
べ
き
だ
と
。

　

こ
れ
は
負
担
を
求
め
ら
れ

る
保
険
料
と
将
来
得
ら
れ
る

可
能
性
の
あ
る
給
付
額
と
の

が
あ
る
な
ら
自
助
努
力
せ
よ

と
い
う
仕
組
み
だ
。
そ
の
実

現
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ

と
さ
れ
た
の
が
Ｉ
Ｄ
シ
ス
テ

ム
、
す
な
わ
ち
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
も
と
に
な
っ
た
社
会
保

障
番
号
制
度
で
あ
る
。

　

２
０
０
１
年
６
月
、
経
済

収
支
を
、
国
民
一
人
ひ
と
り

に
具
体
的
な
金
額
と
し
て
示

す
こ
と
で
、〝
社
会
保
障
の

損
得
〞
を
確
認
さ
せ
、
不
満

―
将
来
的
に
は
公
共
サ
ー
ビ

ス
一
般
、
税
を
含
む
公
的
負

担
一
般
に
つ
い
て
の
個
人
単

位
で
の
情
報
集
積
の
実

現
在
及
び
将
来
の
給
付
と
負

担
を
総
合
的
に
把
握
し
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、「
社
会
保
障
個
人
勘
定

来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
け
る

よ
う
に
す
る

必
要
が
あ

る
。
そ
の
た

め
に
は
個
人

の
レ
ベ
ル
で

財
政
諮
問
会
議
は
「
骨
太
の

方
針
２
０
０
１
」
を
取
り
ま

と
め
た
。
方
針
に
は
、
社
会

保
障
番
号
制
の
導
入
と
あ
わ

せ
、「
社
会
保
障
制
度
の
運

営
コ
ス
ト
の
削
減
や
、
公
的

給
付
と
私
的
給
付
の
効
率
的

な
組
合
せ
に
よ
る
老
後
所
得

保
障
の
充
実
、
多
様
化
な
ど

も
可
能
に
な
る
」
も
の
と
し

て
「
社
会
保
障
個
人
会
計
」

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
勘
定
と

会
計
と
言
葉
は
違
う
が
、
内

容
は
同
じ
も
の
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

基基  

軸軸
社
会
保
障
か
ら
考
え
る

社
会
保
障
か
ら
考
え
る

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」制
度

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」制
度
❷❷

自
治
体
情
報
政
策
研
究
所
代
表　

黒
田
充

自
治
体
情
報
政
策
研
究
所
代
表　

黒
田
充

社
会
保
障
を
個
人
会
計
化

財
界
の
意
向
に
沿
っ
た
制
度「
改
革
」

　

「
骨
太
の
方
針
２
０
０

１
」
が
議
論
さ
れ
て
い
た
２


